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ユ
ア
テ
ッ
ク

第
２
四
半
期
決
算
を
公
表

３
期
連
続
の
増
収
増
益

35
人
が
技
術
競
う

配

電

部

門

競

技

大

会

ユアテック

　

ユ
ア
テ
ッ
ク
（
仙
台
市　

太

田
良
治
取
締
役
社
長
社
長
執
行

役
員
）
は
25
日
、
宮
城
県
富
谷

市
の
同
社
人
財
育
成
セ
ン
タ
ー

で
２
０
２
３
年
度
配
電
部
門
全

社
技
能
競
技
大
会
を
開
い
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
４
年
ぶ
り
の
本
格
開
催
と

な
っ
た
今
回
は
、
約
70
人
の
大

会
関
係
者
が
見
学
す
る
中
、
東

　

宮
城
県
建
設
業
青
年
会
（
佐

藤
敦
会
長
）
と
徳
島
県
建
設
業

協
会
青
年
部（
岡
山
正
樹
会
長
）

は
27
日
、
仙
台
市
の
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
テ
ラ
ス
仙
台
国
分
町
で
研

修
・
意
見
交
換
会
を
開
い
た
。

地
域
建
設
業
が
直
面
す
る
課
題

に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す
と
と

も
に
、
大
規
模
災
害
時
の
業
界

の
役
割
や
影
響
な
ど
に
関
す
る

研
修
を
行
っ
た
。

　

両
会
は
、
東
日
本
大
震
災
発

生
後
の
２
０
１
１
年
７
月
に
宮

城
県
の
東
松
島
市
と
石
巻
市
で

炊
き
出
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実

施
。
さ
ら
に
、
13
年
12
月
に

は
、
被
災
地
を
視
察
す
る
と
と

も
に
、
復
旧
状
況
等
に
関
す
る

意
見
交
換
会
を
行
う
な
ど
連
携

を
図
っ
て
き
た
。

　

佐
藤
会
長
は
、
震
災
後
の
支

援
に
感
謝
し
な
が
ら
「
皆
さ
ん

の
協
力
も
あ
り
被
災
地
は
創
造

的
な
復
興
を
と
げ
、
宮
城
県
は

安
全
・
安
心
な
防
災
都
市
と
し

て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
。
一
方
、
復
興
関
連
工
事
の

減
少
が
、
地
域
建
設
業
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

き
ょ
う
は
、
地
域
建
設
業
の
現

状
や
課
題
に
つ
い
て
活
発
に
意

見
を
交
わ
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

岡
山
会
長
は
「
イ
ン
フ
ラ
Ｄ

Ｘ
や
24
年
問
題
な
ど
、
建
設
業

は
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
い

る
。
ま
た
、
防
災
・
減
災
に
対

す
る
意
識
の
向
上
と
知
識
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
図
る
と
と
も

に
、
業
者
数
の
減
少
、
技
術
力

の
施
策
な
ど
、
中
小
企
業
が
直

面
す
る
経
営
上
の
諸
問
題
を
組

織
で
解
決
す
る
こ
と
が
必
要

だ
。
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い

て
勉
強
す
る
貴
重
な
機
会
に
し

た
い
」
と
述
べ
た
。

　

会
で
は
、
国
土
交
通
省
不
動

産
・
建
設
経
済
局
建
設
業
課
入

　

国
土
交
通
省
は
、
直
轄
工
事

で
の
構
造
物
の
出
来
形
管
理

で
、
３
次
元
点
群
デ
ー
タ
な
ど

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
測
定
方

法
を
本
格
的
に
導
入
す
る
た

め
、
２
０
２
３
年
度
末
ま
で
に

実
施
要
領
を
策
定
す
る
。
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
出
来
形
管
理
に

よ
り
工
事
書
類
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
促
進
し
、
現
場
作
業
の
軽
減

を
目
指
す
。
イ
ン
フ
ラ
分
野
の

Ｄ
Ｘ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
第

２
版
）
の
中
で
、
今
後
取
り
組

む
べ
き
個
別
施
策
と
し
て
も
位

置
付
け
て
い
る
。

　

対
象
と
す
る
構
造
物
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
施
工
に
よ
る
橋
脚
・
橋
台
、

橋
梁
上
部
・
基
礎
な
ど
の
工
事
。

本
年
度
中
に
現
場
実
証
を
済
ま

せ
、
実
証
結
果
を
踏
ま
え
、
実

施
要
領
を
ま
と
め
る
。
将
来
的

に
は
、
建
設
現
場
の
監
督
・
検

査
に
用
い
る
デ
ー
タ
・
情
報
を

一
括
し
て
収
納
す
る
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
の
連

携
も
進
め
、
３
次
元
点
群
デ
ー

タ
を
活
用
し
た
出
来
形
管
理
の

一
層
の
効
率
化
に
つ
な
げ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
施
工
者
側
で

は
、
出
来
形
管
理
の
測
定
作
業

の
効
率
化
を
実
現
で
き
る
ほ

か
、
関
連
帳
票
の
自
動
作
成
な

ど
も
可
能
に
な
る
。
さ
ら
に
、

高
所
で
の
計
測
作
業
が
不
要
と

な
る
た
め
、
現
場
作
業
員
ら
の

安
全
性
、
作
業
環
境
の
改
善
に

も
役
立
つ
と
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
橋
脚
の
出
来
形
管

理
で
は
、
こ
れ
ま
で
現
場
作
業

員
が
専
用
の
ロ
ッ
ド
や
リ
ボ
ン

テ
ー
プ
を
使
っ
て
、
現
地
で
直

接
計
測
し
て
い
た
。
足
場
を
組

む
必
要
も
あ
り
、
高
所
作
業
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
構
造
物
を
Ｔ
Ｌ

Ｓ
（
地
上
設
置
型
３
次
元
レ
ー

ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
）
や
Ｕ
Ａ
Ｖ

（
ド
ロ
ー
ン
）
で
測
定
し
、
３

次
元
点
群
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

出
来
形
管
理
を
標
準
化
す
る
こ

と
で
、
現
場
作
業
の
省
力
化
・

効
率
化
に
つ
な
げ
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
ま
で
に

四
国
地
方
整
備
局
で
試
行
し
て

き
た
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
、今
後
、

東
北
、
関
東
、
近
畿
、
中
部
、

北
陸
、
四
国
、
中
国
、
九
州
の

８
地
方
整
備
局
に
も
広
げ
る
。

24
年
度
以
降
に
、
プ
ロ
ト
タ
イ

プ
で
出
来
形
情
報
を
連
携
す
る

た
め
の
試
行
を
拡
大
。
試
行
結

果
を
踏
ま
え
、
24
年
度
か
ら
本

シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
着
手
し
、

段
階
的
に
本
運
用
を
目
指
す
こ

と
と
し
て
い
る
。

備
さ
れ
た
上
山
市
宮

脇
地
内
を
走
る
市
道

ケ
ン
モ
ツ
線
の
延
長

約
40
㍍
。
3
㍍
の
幅

員
を
半
分
に
分
け

て
、
車
道
や
空
港
で

の
実
績
が
あ
る
既
存

工
法
（
ス
ー
パ
ー

サ
ー
フ
ト
リ
ー
ト
工

法
）
と
地
域
の
生
活

道
路
向
け
に
試
作
し

た
新
工
法
の
２
種
類

の
表
面
処
理
工
法
で

施
工
し
、
各
工
法
の

効
果
を
確
か
め
経
過

観
察
を
行
う
こ
と
で

耐
久
性
な
ど
を
確
認

す
る
。
住
民
参
加
の

　

主
催
は
東
北
大
Ｉ
Ｍ
Ｃ
と
ニ

チ
レ
キ
が
共
同
で
今
年
４
月
に

設
立
し
た
「
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
“
足
す
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
”
共
同
研
究
部
門
」（
以

下
共
同
研
究
部
門
）。

　

共
同
研
究
部
門
で
は
、
東
北

大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
イ
ン

フ
ラ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
セ

ン
タ
ー
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

を
中
心
と
す
る
情
報
処
理
の
ノ

ウ
ハ
ウ
と
、
ニ
チ
レ
キ
の
舗
装

材
料
開
発
や
道
路
診
断
の
先
端

技
術
を
活
用
し
た
新
し
い
道
路

イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
、
調
査
・
研
究

開
発
や
自
治
体
へ
の
技
術
的
支

援
、
人
材
育
成
へ
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
回
の
実
証
実
験
は
、

生
活
道
路
の
劣
化
を
課
題
と
す

る
上
山
市
に
共
同
研
究
部
門
が

技
術
協
力
を
打
診
し
実
現
し
た
。

　

実
証
実
験
を
行
っ
た
の
は
、

１
９
６
５
～
75
年
代
に
舗
装
整

大
会
の
様
子

作
業
の
様
子

23
年
度
末
に
も
実
施
要
領
国 交 省

Ｉ
Ｃ
Ｔ
出
来
形
管
理

新
技
術
発
表
会
ｉ
ｎ
盛
岡
建設新聞社

品
質
確
保
、生
産
性
向
上
へ

宮城・徳島建設業青年会

研修・意見交換会を開催

地域建設業の課題など共有

　

東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
イ
ン
フ
ラ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ

Ｍ
Ｃ
、
久
田
真
セ
ン
タ
ー
長
）
と
舗
装
会
社
の
ニ
チ
レ
キ
（
東
京
都
千
代
田
区　

小

幡
学
代
表
取
締
役
社
長
）
は
今
月
26
日
、
山
形
県
上
山
市
で
地
域
住
民
参
加
型
の
舗

装
補
修
工
事
実
証
実
験
を
行
っ
た
。
大
が
か
り
な
機
械
が
不
要
で
平
易
に
施
工
で
き

る
工
法
を
用
い
て
、
傷
ん
だ
生
活
道
路
を
住
民
の
手
に
よ
っ
て
修
復
さ
せ
る
試
み
。

共
同
開
発
し
た
新
工
法
と
既
存
の
工
法
を
比
較
し
、
耐
久
性
な
ど
を
確
認
す
る
。
新

工
法
は
生
活
道
路
用
に
新
た
に
試
作
さ
れ
た
も
の
で
、
低
価
格
で
施
工
で
き
る
の
が

特
徴
。
実
証
実
験
で
得
た
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
試
作
品
の
改
良
に
つ
な
げ
る
。

試
み
と
い
う
こ
と
で
、
い
ず
れ

の
工
法
も
通
常
の
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
材
料
の
よ
う
な
加
熱
が
不
要

で
外
気
温
の
ま
ま
施
工
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
大
が
か
り

な
機
械
も
必
要
と
せ
ず
技
術
的

　

建
設
新
聞
社
が
主
催
す
る

「
第
２
回
新
技
術
発
表
会
ｉ
ｎ

盛
岡
」
が
27
日
、
盛
岡
市
民
文

に
平
易
に
施
工
で
き
る
点
が
考

慮
さ
れ
た
。

　

地
域
住
民
が
利
用
す
る
生
活

用
道
路
向
け
に
試
作
さ
れ
た
新

工
法
は
、
比
較
的
安
価
か
つ
数

年
の
耐
用
年
数
を
目
標
と
し
て

い
る
。
ま
た
既
存
工
法
は
、
空

港
の
滑
走
路
や
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

の
重
量
車
両
が
多
く
通
行
す
る

道
路
な
ど
で
使
用
さ
れ
て
い
る

も
の
で
品
質
の
信
頼
は
得
ら
れ

て
お
り
、
新
工
法
と
の
比
較
対

象
と
さ
れ
た
。
い
ず
れ
の
工
法

も
液
体
状
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤

を
レ
ー
キ
で
塗
布
す
る
だ
け
の

化
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
約
１

１
０
人
の
参
加
者
は
工
事
の
品

質
や
安
全
性
、
さ
ら
に
生
産
性

の
向
上
な
ど
に
つ
な
が
る
新
技

術
・
工
法
の
詳
し
い
説
明
に
耳

を
傾
け
た
。

　

新
技
術
発
表
会
は
、
国
土
交

通
省
が
運
用
す
る
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ

Ｓ
（
新
技
術
情
報
提
供
シ
ス
テ

ム
）
に
登
録
さ
れ
た
技
術
な
ど

の
普
及
や
活
用
促
進
を
目
的
と

し
て
、
建
設
新
聞
社
が
企
画
・

開
催
し
た
。

　

後
援
は
日
本
建
設
業
連
合
会

東
北
支
部
、
日
本
建
設
機
械
施

工
協
会
東
北
支
部
、
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
東
北
支
部
、

東
北
建
設
業
協
会
連
合
会
、
岩

手
県
建
設
業
協
会
。
全
国
土
木

施
工
管
理
技
士
会
連
合
会
の
Ｃ

Ｐ
Ｄ
Ｓ
認
定
講
習
（
４
ユ
ニ
ッ

ト
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

主
催
者
と
な
る
建
設
新
聞
社

の
小
島
義
弘
取
締
役
副
社
長
兼

編
集
総
局
長
は
「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ

は
良
質
な
社
会
資
本
整
備
を
通

じ
て
、
豊
か
な
国
民
生
活
の
実

現
を
目
指
す
た
め
、
民
間
事
業

者
の
優
れ
た
技
術
を
公
共
工
事

に
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
シ

ス
テ
ム
」
と
し
た
上
で
、「
今

回
の
工
法
、
製
品
な
ど
は
間
違

い
な
く
良
質
な
社
会
資
本
整
備

の
形
成
に
役
立
つ
も
の
。
こ
の

発
表
会
が
魅
力
あ
る
も
の
に
な

る
こ
と
を
願
う
」と
あ
い
さ
つ
。

　

続
く
発
表
会
で
は
▽
ア
ー
ム

ロ
ー
ラ
ー
工
法
（
丸
栄
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
業
）
▽
高
含
水
泥
土

改
良
剤
Ｍ
Ｔ
シ
リ
ー
ズ
（
森
環

境
技
術
研
究
所
）
▽
高
耐
久
保

護
シ
ー
ト
・
防
災
イ
エ
ロ
ー

シ
ー
ト（
ト
ー
タ
ル
環
境
）▽
ソ

イ
ル
サ
ン
プ
ラ
ー
工
法
（
の
り

面
調
査
と
緑
花
の
会
）
▽
ゼ
ロ

エ
ネ
凍
結
抑
制
管　

ツ
ヨ
シ
３

（
ヨ
シ
ダ
ア
ニ
ー
）
▽
橋
梁
用

排
水
パ
イ
プ　

鋳
心
管
（
オ
リ

テ
ッ
ク
21
）
―
の
６
技
術
に
つ

い
て
各
担
当
者
が
特
徴
や
今
後

の
展
開
な
ど
を
解
説
し
た
。

耐
久
性
、効
率
性
な
ど
を
検
証

耐
久
性
、効
率
性
な
ど
を
検
証

東北大ＩＭＣ、
ニ チ レ キ

山
形
県
上
山
市
で
舗
装
補
修
工
事
の
実
証
実
験

地
域
住
民
が
参
加
し
作
業
を
体
験

シ
ン
プ
ル
な
工
法
で
、
塗
布
後

約
30
分
で
通
行
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
ほ
か
、
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
剤
で
舗
装
面
の
ひ
び
割
れ
を

埋
め
る
こ
と
に
よ
り
塗
布
以
降

の
劣
化
進
行
を
防
ぐ
こ
と
が
可

能
と
な
る
。

　

実
験
に
は
、
地
域
住
民
や
上

山
市
職
員
な
ど
約
20
人
が
参

加
。
ニ
チ
レ
キ
社
員
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
続
き
、
市

民
主
体
で
の
道
路
整
備
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
同
市
の
地
域

住
民
自
ら
が
手
際
よ
く
舗
装
面

に
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤
の
塗
布
を

行
い
、
効
率
性
な
ど
を
確
か
め

た
。
実
際
に
参
加
し
た
地
域
住

民
は
「
自
分
た
ち
で
も
簡
単
に

作
業
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

笑
顔
を
見
せ
た
。

　

共
同
研
究
部
門
で
は
、
今
回

の
実
証
実
験
を
踏
ま
え
、
さ
ら

な
る
官
公
庁
の
業
務
負
担
軽
減

と
市
民
の
安
全
性
・
利
便
性
の

向
上
を
目
指
す
新
し
い
道
路
イ

ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
行
っ
て
い
く
。

　

ユ
ア
テ
ッ
ク
（
仙
台
市　

太

田
良
治
取
締
役
社
長
社
長
執
行

役
員
）
は
30
日
、
２
０
２
４
年

３
月
期
第
２
四
半
期
決
算
を
発

表
し
た
。
単
体
の
受
注
工
事
高

は
前
年
同
期
比
13
・
２
㌫
増
の

１
３
６
１
億
０
６
０
０
万
円
、

売
上
高
は
５
・
３
㌫
増
の
９
７

６
億
２
８
０
０
万
円
、
営
業
利

益
は
74
・
０
㌫
増
の
16
億
３
３

０
０
万
円
、
経
常
利
益
は
33
・

５
㌫
増
の
29
億
３
６
０
０
万
円

と
な
り
、
３
期
連
続
で
増
収
増

益
と
な
っ
た
。

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
宮
城
と

い
っ
た
大
型
工
場
、
む
つ
小
川

原
風
力
や
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
深

浦
な
ど
が
発
注
し
た
大
型
風
力

発
電
施
設
が
受
注
高
を
押
し
上

げ
た
。

　

工
事
別
で
は
情
報
通
信
が
マ

イ
ナ
ス
だ
っ
た
も
の
の
、
屋
内

配
線
が
２
・
２
㌫
増
の
４
５
３

億
４
３
０
０
万
円
、
空
調
管
が

３
・
７
㌫
増
の
１
５
５
億
９
２

０
０
万
円
、
配
電
線
が
４
・
５

㌫
増
の
３
２
３
億
０
７
０
０
万

円
、
送
電
が
６
・
４
㌫
増
の
97

億
５
０
０
０
万
円
、
発
変
電
が

54
・
１
㌫
増
の
１
０
９
億
６
５

０
０
万
円
、
土
木
建
築
が
１
０

８
・
１
㌫
増
の
１
６
４
億
６
９

０
０
万
円
と
軒
並
み
増
加
。

　

受
注
先
別
で
は
、
東
北
電
力

グ
ル
ー
プ
が
５
・
１
㌫
増
の
５

４
１
億
６
１
０
０
万
円
、
一
般

得
意
先
が
19
・
２
㌫
増
の
８
１

９
億
４
４
０
０
万
円
だ
っ
た
。

　

一
方
、
グ
ル
ー
プ
16
社
の
連

結
決
算
は
、
屋
内
配
線
や
空
調

管
、
配
電
線
の
増
加
に
よ
り
、

売
上
高
が
５
・
６
㌫
増
の
１
０

５
８
億
０
７
０
０
万
円
、
営
業

利
益
が
１
０
６
・
８
㌫
増
の
17

億
２
５
０
０
万
円
、
経
常
利
益

が
57
・
４
㌫
増
の
28
億
９
２
０

０
万
円
。
単
体
と
同
様
に
３
期

連
続
の
増
収
増
益
と
な
っ
た
。

札
制
度
企
画
指
導
室
の
沖
本
俊

太
朗
室
長
が
建
設
行
政
の
課

題
、
建
設
業
振
興
基
金
の
長
谷

川
周
夫
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
事
業

本
部
長
と
、
同
基
金
経
営
基
盤

整
備
支
援
セ
ン
タ
ー
の
佐
藤
正

樹
人
材
育
成
支
援
担
当
総
括
部

長
が
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
や
人
材
確
保
・

育
成
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
講
演
し
た
。

　

続
い
て
、
宮
建
協
の
西
村
博

英
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
と
杜

の
都
建
設
協
同
組
合
の
菊
地
正

宏
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
が
講

師
を
務
め
、
大
規
模
災
害
時
の

建
設
業
の
役
割
や
地
域
建
設
業

へ
の
好
・
悪
影
響
、
建
設
業
の

事
業
協
同
組
合
を
テ
ー
マ
に
研

修
を
行
っ
た
。

　

両
会
は
、
講
演
・
研
修
を
踏

ま
え
て
意
見
を
交
換
。
地
域
建

設
業
が
抱
え
る
課
題
や
、
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
を
共

有
し
た
。

北
６
県
と
新
潟
県
の
各
支
社
か

ら
選
抜
さ
れ
た
代
表
７
チ
ー

ム
、
計
35
人
が
腕
を
競
い
合
っ

た
。

　

こ
の
競
技
大
会
は
、
高
度
な

技
術
・
技
能
の
維
持
・
継
承

と
、
各
支
社
の
相
互
研
さ
ん
を

目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
る
。

開
会
に
際
し
、
中
村
光
一
常
務

執
行
役
員
電
力
イ
ン
フ
ラ
本
部

配
電
部
長
は
「
こ
れ
ま
で
培
っ

た
技
術
力
を
存
分
に
発
揮
し
、

チ
ー
ム
で
こ
う
い
う
仕
事
を
す

れ
ば
、
絶
対
に
労
働
災
害
は
発

生
し
な
い
と
い
う
、
配
電
部
門

の
底
力
を
見
せ
て
ほ
し
い
」
と

激
励
し
た
。

　

競
技
内
容
は
、
無
停
電
工
法

（
Ｓ
Ｃ
型
工
事
用
変
圧
器
に
よ

る
電
源
確
保
）に
よ
る
変
圧
器
・

低
圧
線
増
設
と
、
高
圧
グ
リ
ッ

プ
カ
バ
ー
取
り
換
え
。
通
常
は

高
所
作
業
車
１
バ
ケ
ッ
ト
に
つ

き
２
人
で
作
業
す
る
も
の
を
、

作
業
項
目
を
限
定
し
１
人
で
作

業
が
で
き
る
「
一
人
間
接
活
線

工
法
」
や
、
柱
の
上
に
設
置
し

高
所
作
業
車
で
上
げ
下
ろ
し
が

可
能
な
「
Ｓ
Ｃ
型
工
事
用
変
圧

器
」
の
使
用
な
ど
が
競
技
の
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
。

　

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
は

福
島
支
社
、
優
秀
賞
は
山
形
支

社
と
青
森
支
社
そ
れ
ぞ
れ
が
獲

得
し
た
ほ
か
、
最
優
秀
競
技
者

に
岩
手
支
社
の
森
英
考
さ
ん
が

選
ば
れ
た
。
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